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か らである ｡ 1つの試料 と して メチル基 をもつOT E
(Octadecytriethoxysilane)､もう1つの試料としてアミノ基を






















着を考えよう｡ 荷重 (L)の下で接触半径 (｢)は､次の式で与えられる｡
r3-告(L･6m7Rm. 12m7RmL･(6方7Rm)2) (1,




- -3nyRm に達 した瞬間､次のような有限の接触半径で突然引き離れることを定量的に説明し
ている点である｡
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図 5破断力の荷重速度依存性
結論として､JKR理論で導入される凝着仕事を2γに置き換えた (1)式は速度依存性が
入ること｡それは凝着仕事が一定でなく熱力学的平衡が実現 していないことを反映しているこ
とを示 している｡元々JKR理論では凝着仕事を表面自由エネルギーに変換 して表記していな
い｡おそらく始めてこのような置き換えを行ったのは､イスラエラチビリら(日であろう｡ この
ような矛盾を解消するために非平衡熱力学過程を考慮 した厳密な解が必要である｡
【文 献】
(1)Yoshizawa,H.;Chen,YIL.;Israelachvili,J.J.Phys.Chem.1993,97,4128.
(2)Suda,H.Langmuir2001,17,6045.
(3)Suda,H.;Yamada,S.Langmuir2003,19,529･
(4)Johnson,K.L.;Kendal,K.;Roberts,A.D.Proc.R.Soc.LondonSerA1971,324,301.
(5)Ando,Y.;Ino,J.Wear1998,216,115.
(6)Kessel,C.R.;Granick,S.Langmuir1991,7,532.
(7)Evans,E.;Ritchie,K.Biophys.J.1997,72,1541･
ー 867 -
